



























































おいて、作品を公に翻訳紹介することのできなかった作家三島由紀夫とその代表作について紹介し論じたものである。ソ連で三島が﹁ファシスト﹂と うレッテルを貼られ、彼の作品が発禁に りソ連の読者へ三島由紀夫 作品が行き渡らなかった歴史を振り返った後で、チハルチシヴィリはこ よ に述べる。

















































































































































































































































































































































































































ということは、ペレスト イカの政策キャンペーンの一環のように読み取れるかも れない。しかし、 ﹃憂国﹄ロシア語訳テクストはそのような単純な構造で
ここで確認しておきたいのは、ロシア語訳テクストにおける天皇に















































































































































































































































































旗﹂は、中尉が麗子の白無垢姿 見出した﹁花やいだ幻﹂であり、 ﹁ほかの誰にも許されない境地﹂に身を置くためのものである。また、先述した大文字表記が使われている﹁大義﹂ ﹁神威﹂ ﹁道徳﹂は、 ﹁余人の知らぬ二人の正当な快楽﹂を守るためのものとして描かれている。つまり、他の干渉を許さ いような、 ﹁自分の肉の欲望と憂国の至情﹂が合わさった中尉の個人的な信条にかかわる概念は別格化されている。これらの別格化された概念には麗子 関わっていることも特徴的であ
それに対して、 ﹁教育勅語﹂ ﹁御真影﹂という天皇の権力を象徴する





強調されているのに対し、教育勅語や御真影など具体的な天皇制の道具は一般名詞的な表現 よって固有性を剥奪されている。 ﹁天皇﹂という存在を楯にし ﹁大義﹂を個人化し、自らの美学に殉じようとする$
二人の性質が、翻訳テクストにおいて顕在化しより強調されている











































































































彼女は長い時間顔を化粧した。頬紅をつけ、鮮やかに口紅を塗った。化粧 すでに愛する者のためではなく、彼女がもうすぐ置き去りにしようと る世界のためであると定められていた、だから刷毛の動きには何か荘厳なも があっ 。






























七月に﹃処刑台﹄が休載され と、 ﹁上部か 差し止められたのではないかといった類の憶測が飛び交い、編集部へ 問い合わせが いつい
だ)
﹂ほどの人気ぶりであった。ソ連の政治体制や社会に対する鋭い
批判が描かれ、それゆえに抑圧されていると感じて た人々 強くひきつける小説であったと考 られる。
しかし、 ﹃処刑台﹄における宗教というモチーフは単に﹁古い政治

























は一九二〇年から二二年にかけて書かれ、二四年には英訳も出版された。しかし、一九二七年にプラハの雑誌 ロシア語原文が掲載された際に、 ﹁ソビエト当局に対する公然たる挑戦﹂を含んだ作品だと当局に判断され、ザミャーチンはあらゆ 出版活動を禁じられ
たd
。 ﹃われ












がした。 ︵何で︽むだ︾なのだろう？指令を受けたのだから来ないわけにはいかないだろう？︶ただ上っ面だけですべてが空虚に思えた。注意力のスイッチを入れるのは困難なこと 、弁士 話が根本的テーマ 移ったときにやっとスイッチがはいった。








れ、その後チハルチシヴィリによって翻訳紹介されたのかを明らかにした。表現・表記の特徴を整理したうえで、そこに︵翻訳テクストが発表された︶同時代に対する戦略性を読み取ることで﹃憂国﹄ロシア語訳テクストをペレストロイカ期の文学として再評価することを試みた。﹃憂国﹄ロシア語訳テクストでは、中尉の﹁自分の肉の欲望と憂国の至情﹂が合わさった個人的な信条にまつわる概念は頭文字が大文字で表記され別格化されている。その別格化された概念に 麗子が介在し、中尉に見られることによって麗子は﹁大義﹂を体現する。そて、自害直前 化粧という行為によって主体的に世界と向き合おうとする。それは﹁軍人の妻 としての型からはずれる行為であり、体制を内破する行為となる。いわば、 ﹃憂国﹄ロシア語訳は個人化された大義が体制を内破 ようとするまでの過程を描 たテクストである解釈できるのだ。ソ連の社会主義体制へのアンチテーゼとしてのみ別格化された﹁大
義﹂が機能することなく、中尉と麗子 いう︿個人﹀が政治体制を相
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